泉鏡花「年譜」補訂八 by 吉田 昌志 & 昭和女子大学日本語日本文学科
泉
鏡
花
「
年
譜
」
補
訂
吉
田
昌
志
本
稿
は
、
先
年
刊
行
し
た
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
（
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
）
収
録
の
泉
鏡
花
「
年
譜
」
の
補
訂
で
、
本
誌
七
九
五
号
（
平
成
十
九
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
一
」、
七
九
七
号
（
平
成
十
九
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
二
」、
八
一
九
号
（
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
三
」
、
八
二
一
号
（
平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
四
」
、
八
二
六
号
（
平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
五
」
、
八
四
三
号
（
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
六
」
、
八
四
五
号
（
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
七
」
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］
、
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
、
［
典
拠
の
訂
正
追
加
］、［
新
た
な
項
目
］、
の
四
部
に
分
か
ち
、
書
式
を
次
の
通
り
と
す
る
。
一
、
表
記
は
、
原
則
と
し
て
右
「
年
譜
」
に
準
じ
た
。
一
、「
年
譜
」
本
文
の
後
に
、
 典
拠

と
し
て
、
文
献
の
原
文
、
未
公
刊
資
料
の
翻
字
等
を
示
し
、
典
拠
が
複
数
の
場
合
は
番
号
を
付
し
て
併
記
し
た
。

注
記

の
項
に
は
、
内
容
の
解
説
、
考
証
等
を
記
し
た
。
一
、
引
用
文
の
仮
名
づ
か
い
は
、
原
文
の
ま
ま
と
し
、
字
体
は
概
ね
現
行
の
印
刷
文
字
に
改
め
、
読
解
に
必
要
な
ル
ビ
を
残
し
た
。
一
、
引
用
文
の
中
略
部
分
は
、
総
て
「（
…
）」
で
示
し
、
前
略
、
後
略
は
い
ち
い
ち
断
わ
ら
な
か
っ
た
。
引
用
中
の
誤
記
誤
植
は
、［
］
内
に
補
正
し
た
。
一
、
典
拠
文
献
が
複
数
項
目
に
重
出
す
る
場
合
も
、
そ
の
つ
ど
項
目
ご
と
に
示
し
て
、
書
誌
的
事
項
の
記
載
を
省
か
な
か
っ
た
。
一
、
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
で
は
、
訂
正
部
分
、
新
た
な
追
加
部
分
に
傍
線
を
付
し
て
区
別
し
た
。
一
、
文
中
の
敬
称
は
、
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。
一
、
必
要
に
応
じ
て
、「
＊
」
の
あ
と
に
注
記
事
項
を
補
っ
た
。
［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］
＊
↓の
下
が
正
し
い
。
「
補
訂
」
三

●
64頁
下
段
10行
目
谷
活
東
宅
（
牛
込
区
弁
天
町
二
十
八
番
地
）
↓
谷
活
東
宅
（
牛
込
区
早
稲
田
南
町
十
九
番
地
）
［
新
た
な
項
目
］
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
甲
午
二
十
二
歳
十
二
月
十
一
日
、
金
沢
市
下
新
町
二
十
三
番
地
の
泉
豊
春
宛
に
、
豊
春
の
報
告
に
対
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八

学
苑
第
八
五
〇
号
二
二
～
三
五
（
二
〇
一
一
八
）
す
る
感
想
、
前
月
連
載
を
終
え
た
「
義
血
血
」
の
白
糸
の
こ
と
、
目
細
家
主
人
の
眼
病
の
療
治
な
ど
を
記
し
、
為
替
と
と
も
に
『
海
戦
之
余
波
』
（
十
一
月
二
十
六
日
刊
）
を
送
っ
た
こ
と
も
書
き
添
え
た
。

典
拠

穴
倉
玉
日
「
下
新
町
へ
の
手
紙
新
資
料
泉
豊
春
宛
鏡
花
書
簡
と
そ
の
背
景
」
（
財
団
法
人
金
沢
文
化
振
興
財
団
「
研
究
紀
要
」
六
号
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
）
石
川
県
加
賀
金
沢
市
下
新
町
二
十
三
番
地
泉
豊
春
様
十
二
月
十
一
日
東
京
牛
込
橫
寺
町
尾
崎
方
泉
鏡
太
郎
多
謝
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
美
人
に
対
す
る
君
が
報
告
出
で
ゝ
よ
し
そ
れ
ほ
ど
な
ら
ば
予
が
滝
の
白
糸
と
殆
む
ど
符
節
を
合
は
す
か
の
如
く
に
候
最
も
白
糸
は
世
に
あ
り
得
べ
き
婦
人
を
写
し
た
る
も
の
な
れ
ど
も
恐
ら
く
あ
れ
ほ
ど
の
婦
人
は
得
易
か
る
ま
じ
と
存
し
を
り
候
ひ
し
に
軽
業
の
其
美
人
の
如
き
は
渠
と
対
り
て
一
歩
を
も
譲
ら
ず
候
（
…
）
針
屋
の
主
人
の
眼
病
は
太
く
心
配
な
り
。
手
療
治
な
ど
は
以
て
の
外
の
こ
と
に
候
は
や
く
国
手
に
就
き
て
保
養
あ
る
や
う
君
よ
ろ
し
く
腕
を
張
つ
て
議
論
す
べ
し
。
（
…
）
別
紙
為
替
御
送
り
申
候
万
事
御
推
察
あ
り
て
春
は
か
ね
が
要
ら
う
け
れ
ど
な
り
た
け
堪
忍
し
て
、
こ
れ
で
来
月
の
な
か
ご
ろ
ま
で
御
支
え
下
さ
る
べ
く
候
先
生
に
感
謝
せ
よ
！
別
封
海
戦
の
余
波
差
上
候
時
下
祖
母
様
の
御
老
体
よ
ろ
し
く
願
上
候
余
は
後
便
に
譲
り
候
早
々
十
一
日
畠
芋
之
助
豊
春
三
江
 注
記

泉
鏡
花
記
念
館
蔵
、
加
賀
金
沢
局
「
廿
七
年
十
二
月
十
三
日
」
付
の
消
印
が
あ
る
書
留
書
簡
で
あ
る
。
解
説
に
「
「
義
血
血
」
の
連
載
が
十
一
月
三
十
日
に
終
了
し
て
か
ら
間
も
な
い
明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
一
日
に
発
信
さ
れ
た
こ
の
書
簡
は
、
弟
豊
春
が
郷
里
金
沢
で
遭
遇
し
た
軽
業
の
美
人
の
様
子
を
兄
鏡
花
に
書
き
送
っ
た
こ
と
に
対
す
る
返
信
の
よ
う
で
あ
り
、
当
時
の
鏡
花
の
自
作
に
対
す
る
意
識
が
表
れ
て
い
る
点
で
た
い
へ
ん
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
当
時
の
鏡
花
の
心
境
、
幼
弟
老
祖
母
を
残
し
た
故
郷
と
の
関
係
を
如
実
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
末
尾
に
目
細
家
へ
の
配
慮
、
為
替
に
よ
る
送
金
、
新
刊
二
冊
目
の
著
書
『
海
戦
之
余
波
』
（
博
文
館
刊
）
の
送
付
、
初
期
の
別
号
「
畠
芋
之
助
」
の
署
名
が
記
さ
れ
て
い
る
点
も
見
の
が
せ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
書
簡
全
文
の
内
容
の
詳
細
と
書
簡
の
意
義
は
、
右
翻
刻
に
就
か
れ
た
い
。
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
己
亥
二
十
七
歳
四
月
十
四
日
の
夕
刻
、
巌
谷
小
波
、
尾
崎
紅
葉
、
広
津
柳
浪
、
筒
井
年
峰
、
長
田
秋
濤
、
小
栗
風
葉
、
後
藤
宙
外
ら
と
宝
亭
で
食
事
を
し
た
。
五
月
十
四
日
午
後
、
尾
崎
紅
葉
宅
を
訪
ね
、
巌
谷
小
波
、
小
杉
天
外
と
同
席
に
な
っ
た
。

典
拠

小
波
日
記
研
究
会
「
巌
谷
小
波
日
記
翻
刻
と
注
釈
明
治
三
十
二
年
」
（
「
白
百
合
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女
子
大
学
児
童
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
論
文
集
」
Ⅷ
、
平
成
十
七
年
三
月
。
刊
行
日
記
載
な
し
）
＊
／
は
改
行
。
ア
キ
は
原
文
の
ま
ま
。
四
月
十
四
日
（
金
）
曇
雨
（
…
）
午
後
二
時
福
田
ノ
病
ヲ
訪
ヒ
元
園
丁
下
駄
借
り
清
水
／
谷
皆
香
園
寒
山
陶
友
会
ニ
臨
む
紅
葉
、
柳
浪
／
其
他
社
中
居
合
ス
長
田
も
来
乙
羽
／
夕
、
紅
、
柳
、
年
峰
、
長
田
、
鏡
花
、
風
葉
、
宙
外
／
ら
と
宝
亭
食
事
後
玉
突
十
時
前
帰
（
…
）
五
月
十
四
日
（
日
）
晴
（
…
）
十
二
時
後
明
進
軒
食
事
後
紅
葉
ヲ
訪
／
小
杉
、
泉
後
ヨ
リ
三
時
帰
宅
 注
記

宝
亭
は
町
区
平
河
町
三
丁
目
六
番
地
の
西
洋
料
理
店
。
明
進
軒
は
牛
込
区
岩
戸
町
二
十
四
番
地
の
西
洋
料
理
店
。
硯
友
社
の
一
派
が
よ
く
利
用
し
た
。
徳
田
秋
聲
『
思
ひ
出
る
ま
ゝ
』
（
文
学
界
社
、
昭
和
十
一
年
四
月
二
十
日
）
の
「
師
弟
と
朋
党
」
の
章
に
「
明
進
軒
で
は
海
老
の
フ
ラ
イ
を
食
は
な
い
と
い
ふ
の
で
、
神
経
家
の
鏡
花
氏
が
先
生
に
嗤
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
覚
え
て
ゐ
る
が
、」
云
々
と
出
て
い
る
。
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
庚
子
二
十
八
歳
七
月
七
夕
の
晩
、
谷
活
東
が
南
榎
町
を
訪
れ
、
夜
更
け
に
病
母
の
待
つ
弁
天
町
の
自
宅
へ
と
帰
っ
た
。
 典
拠
1
谷
活
東
「
七
夕
の
夜
」
（「
新
小
説
」
十
一
年
八
巻
、
明
治
三
十
九
年
八
月
一
日
）
＊
原
文
に
は
会
話
の
閉
じ
（
」
）
が
無
い
。
牛
込
弁
天
町
に
住
ん
で
居
た
時
分
の
事
で
あ
る
、
毎
夜
の
様
に
南
榎
町
の
泉
氏
の
処
へ
遊
び
に
行
て
、
遅
い
時
は
一
時
二
時
、
夜
の
短
い
頃
な
ど
は
、
帰
る
と
直
ぐ
鷄
が
鳴
い
た
事
も
有
つ
た
。
此
庵
の
名
物
の
李
も
最
早
落
ち
盡
し
た
秋
の
初
め
、
丁
度
七
夕
の
夜
も
更
け
た
二
時
半
頃
。
「
今
日
は
泊
り
た
ま
へ
、
と
御
兄
弟
の
止
ら
れ
る
の
を
、
「
家 う
ち
に
病
人
は
あ
る
し
、
途
中
で
別
れ
星
に
出
ふ
か
も
知
れ
ぬ
か
ら
、
ま
あ
失
礼
し
や
う
、
今
は
木
隠
れ
て
見
え
ぬ
な
り
、
御
贔
負
［
屓
］
の
曉
臺
の
句
ど
こ
ろ
か
、
空
は
一
面
に
曇
つ
て
居
る
、
椽
端
へ
出
て
に
つ
こ
り
と
笑
つ
た
鏡
花
兄
は
、
「
帰
る
な
ら
帰
り
た
ま
へ
、
僕
の
家
に
提
灯
は
無
い
よ
、
（
…
）
門
ま
で
斜
汀
君
に
送
り
出
さ
れ
た
時
、
目
白
の
三
時
の
鐘
が
聞
え
た
、
（
…
）
二
度
の
驚
き
に
胸
は
ど
き

し
て
来
た
納
ら
ぬ
、
走
り
足
を
漸
々
並
足
に
直
し
て
、
す
た

行
つ
た
が
何
分
怖
気
が
付
い
て
、
又
申
し
合
せ
て
三
疋
の
犬
が
来
や
あ
し
ま
い
か
と
怖
い

暗
闇
を
左
り
へ
曲
つ
た
。
何
う
し
て
も
た
ま
ら
ぬ
の
で
、
仕
様
事
な
し
の
小
声
で
、
振
へ
声
で
、
「
夕
顔
の
宿
の
破
れ
車

、
生
意
気
に
出
来
も
せ
ぬ
葵
の
上
か
何
か
を
呻
つ
て
、
弁
天
橋
へ
坂
を
下
り
様
と
す
る
と
、
四
つ
角
の
右
か
ら
、
「
待
て

、
を
つ
た
。
（
…
）
「
何
に
せ
い
遅
い
の
に
、
唄
な
ん
ぞ
を
謡
つ
て
は
如
何
ん
ぞ
、
「
は
い
、
「
安
眠
の
妨
害
に
な
る
で
は
な
い
か
、
「
は
い
、
「
以
後
気
を
付
け
ん
け
れ
ば
如
何
ん
、
と
先
づ
許
さ
れ
た
、
難
有
や
と
大
喜
で
漸
々
宅
へ
帰
つ
た
が
十
里
の
道
を
歩
い
た
よ
り
遥
に
草
臥
た
と
思
ふ
。
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 典
拠
2
「
新
茶
古
茶
（
八
）」
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
三
年
七
月
二
十
七
日
付
七
面
）
照
射
消
え
て
闇
に
も
あ
ら
ず
山
の
形
鏡
花
（
…
）
小
夜
更
け
て
帰
る
活
東
子
が
小
謡
の
声
今
は
遥
に
な
り
て
葵
の
上
の
節
そ
れ
と
も
分
か
ず
君
去
つ
て
闇
の
後
追
ふ
螢
か
な
斜
汀
 典
拠
3
「
鹿
鳴
し
か
な
草 ぐ
さ（
四
）」
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
二
年
十
月
三
十
日
付
三
面
）
茹
菱
の
切
先
出
た
り
紙
袋
紅
葉
（
…
）
行
く
秋
や
せ
ゝ
ら
ぐ
水
の
窓
近
う
活
東
鹿
鳴
草
投
吟
募
集
（
題
は
晩
秋
初
冬
、
牛
込
区
弁
天
町
二
十
八
番
地
谷
活
東
宛
の
事
）

典
拠
4
「
新
茶
古
茶
」
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
三
年
八
月
十
二
日
付
三
面
）
＊
□
は
欠
字
。
藻
の
花
や
舟
よ
り
出
す
小
供
の
手
商
骨
（
…
）
明
日
□
秋
の
立
つ
ら
む
寂
し
う
も
風
の
お
と
づ
る
ゝ
二
更
蚊
帳
の
月
病
み
ぬ
る
母
□
語
り
鳬
活
東
投
吟
募
集
初
秋
混
題
牛
込
区
早
稲
田
南
町
十
九
番
地
谷
活
東
宛
 典
拠
5
「
芋
俵
（
十
五
）
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
三
年
十
月
三
十
一
日
付
三
面
）
庭
も
せ
や
鷄
二
三
羽
の
朝
き
げ
ん
紅
葉
（
…
）
月
よ
さ
の
入
ら
で
物
言
ふ
垣
根
か
な
紫
明
一
夜
春
星
池
を
訪
ひ
て
、
ゆ
く
り
な
く
も
亡
き
母
人
が
四
十
九
日
と
聞
く
に
、
御
菓
子
一
包
も
持
て
来
ざ
り
し
を
悔
み
て
、
心
ば
か
り
の
手
向
草
を
貽
し
て
行
く
な
む
。
菊
買
ふ
て
祭
る
も
男
世
帯
哉
同
月
は
何
処
の
山
に
あ
る
や
ら
む
、
曇
り
ぬ
れ
ば
そ
こ
と
も
知
れ
ぬ
空
に
、
迷
ひ
行
く
身
は
秋
の
雲
の
、
風
の
は
や
み
に
艱
み

て
、
秋
の
日
を
四
十
九
日
と
数
へ
け
り
活
東

典
拠
6
高
須
梅
溪
「
回
顧
十
年
」
（
「
新
潮
」
六
巻
五
号
、
明
治
四
十
年
五
月
二
十
日
）
＊
圏
点
は
原
文
の
ま
ま
。
泉 ●
鏡 ●
花 ●
君 ●
は
当
時
牛
込
南
榎
町
に
居
を
し
め
て
、
四
畳
半
の
楼
上
に
詩
筆
を
執
つ
て
居
た
。
自
分
が
君
を
訪
づ
れ
た
時
は
、
下
の
座
敷
に
故
谷
活
東
及
斜
汀
の
二
君
か
［
が
］
俳
句
か
何
か
を
物
し
つ
ゝ
あ
つ
た
や
う
で
あ
る
。
商
家
の
若
旦
那
に
似
た
る
鏡
花
君
は
自
分
を
楼
上
に
案
内
し
て
創
作
上
の
談
話
を
し
た
の
で
あ
る
か
［
が
］
詳
し
く
記
憶
す
る
程
の
議
論
も
な
か
つ
た
や
う
で
あ
る
。
唯
、
当
時
、
自
分
が
余
り
直
截
の
筆
を
揮
ふ
の
で
『
今
◎
少
◎
し
◎
御
◎
手
◎
柔
◎
か
◎
に
◎
』
と
微
笑
し
た
の
を
覚
え
て
居
る
。
 注
記

「
七
夕
の
夜
」
は
活
東
の
逝
去
（
明
治
三
十
九
年
一
月
八
日
、
享
年
三
十
）
の
八
か
月
後
に
発
表
さ
れ
た
。
鏡
花
斜
汀
に
関
す
る
箇
所
を
中
心
に
引
用
し
た
が
、
省
略
部
分
に
は
、
途
中
の
犬
に
脅
か
さ
れ
た
恐
怖
や
、
活
東
を
不
審
者
と
み
た
巡
査
と
の
問
答
な
ど
が
叙
さ
れ
て
お
り
、
文
章
の
面
目
は
む
し
ろ
こ
う
し
た
軽
妙
な
筆
致
の
ほ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
内
容
か
ら
し
て
、
掲
載
は
「
新
小
説
」
編
輯
局
同
人
だ
っ
た
鏡
花
の
追
善
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
の
赴
く
と
こ
ろ
、
四
十
四
年
八
月
の
同
誌
に
は
活
東
を
モ
デ
ル
と
す
る
小
説
「
杜
若
」
が
発
表
さ
れ
た
。
典
拠
4で
は
、
活
東
の
住
所
が
早
稲
田
南
町
で
あ
り
、
弁
天
町
か
ら
鏡
花
が
三
十
二
年
秋
に
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転
居
し
た
南
榎
町
に
通
え
る
の
は
、
三
十
三
年
の
七
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
月
の
斜
汀
の
句
（
典
拠
2）
が
「
七
夕
の
夜
」
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
裏
書
き
す
る
。
牛
込
弁
天
町
は
牛
込
南
榎
町
の
西
隣
の
町
で
、
鏡
花
自
宅
南
榎
町
二
十
二
番
地
か
ら
活
東
自
宅
弁
天
町
二
十
八
番
地
ま
で
は
、
直
線
距
離
に
し
て
四
百
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
で
あ
り
、
頻
繁
な
往
来
の
可
能
な
至
近
の
地
で
あ
っ
た
。
谷
活
東
の
こ
と
は
、
す
で
に
「
補
訂
三
」
に
記
し
た
の
で
詳
細
は
こ
れ
に
譲
る
が
、
弁
天
町
の
家
で
活
東
の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
病
母
は
、
三
十
三
年
八
月
二
十
二
日
深
更
に
儚
く
な
っ
た
。
鏡
花
斜
汀
の
兄
弟
は
活
東
と
と
も
に
そ
の
死
を
看
取
っ
た
の
で
あ
る
。
紅
葉
門
下
藤
井
紫
明
の
句
は
、
活
東
亡
母
七
七
日
の
追
悼
句
。
前
書
の
「
春
星
池
」
は
活
東
の
別
号
で
あ
る
。
高
須
梅
溪
の
文
（
典
拠
6）
は
、
梅
溪
訪
問
時
に
活
東
の
来
訪
し
て
い
た
こ
と
を
記
す
。
の
ち
梅
溪
は
「
文
芸
の
東
京
」
（
「
文
章
世
界
」
十
五
巻
七
号
、
大
正
九
年
七
月
一
日
）
で
、
「
泉
●鏡
●花
●、
柳
●川
●春
●葉
●、
徳
●田
●秋
●聲
●氏
ら
は
、
何
れ
も
、
横
寺
町
に
近
い
と
こ
ろ
に
居
た
。
鏡
花
氏
は
南
榎
町
、
春
葉
氏
は
北
町
、
秋
聲
氏
は
、
築
土
八
幡
町
に
居
た
。
鏡
花
氏
は
、
小
さ
い
二
階
建
て
の
家
に
其
の
舎
弟
斜
●汀
●氏
や
、
俳
人
と
し
て
知
ら
れ
た
谷
●活
●東
●氏
ら
と
一
緒
に
居
た
や
う
に
覚
え
て
居
る
。
」
と
も
記
し
て
お
り
、
活
東
が
同
居
し
て
い
た
よ
う
に
も
取
れ
る
文
脈
に
な
っ
て
い
る
が
、
病
人
を
抱
え
て
い
た
活
東
が
自
宅
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
ろ
う
か
ら
、
も
し
同
居
し
て
い
た
と
し
て
も
母
の
歿
後
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
当
時
南
榎
町
の
家
に
は
、
祖
母
き
て
に
加
え
て
、
妹
他
賀
も
同
居
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
こ
に
活
東
が
入
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
（
拙
稿
「
鏡
花
の
弟
妹
年
譜
研
究
か
ら
」
「
解
釈
と
鑑
賞
」
七
十
四
巻
九
号
、
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
、
を
参
照
）。
活
東
の
「
月
参
詣
」
（
「
新
小
説
」
五
年
十
三
巻
、
明
治
三
十
三
年
十
月
二
十
五
日
）
に
は
「
宅
は
牛
込
の
奥
、
早
稲
田
と
云
ふ
螽 い
な
ごの
名
所
だ
、」
と
あ
る
。
な
お
、
「
補
訂
三
」
で
活
東
の
母
の
逝
去
し
た
際
の
住
所
を
弁
天
町
と
記
し
た
が
、
典
拠
4に
よ
り
早
稲
田
南
町
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
本
稿
で
誤
記
を
訂
正
し
た
。
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
辛
丑
二
十
九
歳
一
月
二
日
よ
り
大
阪
朝
日
座
の
二
番
目
狂
言
と
し
て
、
「
髯
題
目
」
を
脚
色
し
た
「
雪
中
竹
せ
つ
ち
う
の
た
け」（
三
幕
）
が
上
演
さ
れ
た
。
配
役
は
、
粂
屋
清
一
＝
秋
月
桂
太
郎
、
風
呂
番
十
蔵
＝
小
織
桂
一
郎
、
粂
屋
お
れ
ん
＝
河
合
武
雄
、
女
房
三
津
浜
＝
酒
井
政
俊
、
唐
崎
三
明
＝
木
村
周
平
、
女
房
お
燕
＝
喜
多
村
緑
郎
、
巴
波
川
丸
＝
高
田
実
ほ
か
。

典
拠
1
国
立
劇
場
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
編
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
大
阪
』
第
三
巻
（
八
木
書
店
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
三
十
一
日
）
＊〔
〕
は
引
用
者
。
○
〔
明
治
三
十
四
年
〕
一
月
二
日
初
日
午
前
十
時
開
場
朝
日
座
新演
劇
	渡辺
霞
亭
作
 主
な
出
演
者

秋
月
桂
太
郎
 一
番
目

大
阪
朝
日
新
聞
紙
子
蒲
団
六
幕
十
一
場
小
織
桂
一
郎
河
合
武
雄
酒
井
政
俊
木
村
周
平
 二
番
目

雪
中
竹
三
幕
喜
多
村
緑
郎
高
田
実
 典
拠
2
「
芝
居
だ
よ
り
」
（「
大
阪
毎
日
新
聞
」
明
治
三
十
四
年
一
月
三
日
付

七
面
）
朝
日
座
の
新
俳
優
一
座
は
昨
日
よ
り
開
場
し
た
る
が
素 おも
て景
気
は
頗
る
賑
は
ひ
居
れ
り
 典
拠
3
老
松
庵
「
朝
日
座
一
口
評
」
（「
大
阪
朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
四
年
一
月
十
日
付

九
面
）
朝
日
座
の
一
番
目
は
吾
社
の
小
説
「
紙
子
蒲
団
」
を
並
木
萍
水
が
脚
本
に
し
た
る
も
の
二
番
目
は
鏡
花
子
の
小
説
「
髭
［
髯
］
題
目
」
を
三
幕
物
に
脚
色
し
ぐ
み
て
多
少
の
色
を
添
へ
た
る
も
の
題
し
て
「
雪
中
竹
せ
つ
ち
う
の
た
け」
と
い
へ
ど
何
処
が
竹
や
ら
節
は
分
ら
ず
脚
色
も
ま
ず
可 よ
し
一
座
の
役
者
も
車
輪
に
演
じ
た
れ
ば
昼
夜
と
も
面
白
く
見
ら
れ
ぬ
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 典
拠
4
「
興
行
一
覧
」
（「
歌
舞
伎
」
九
号
、
明
治
三
十
四
年
二
月
十
日
）
▲
朝
日
座
（
一
月
一
日
）
一
番
目
「
紙
子
蒲
団
」
七
幕
、
二
番
目
「
雲
［
雪
］
中
竹
」
四 （マ
マ
）幕
、
役
割
、
番
頭
順
吉
、
女
房
お
燕
（
喜
多
村
緑
郎
）
三
木
竹
次
郎
、
花
魁
小
夜
衣
（
河
村
昶
）
番
頭
丈
八
、
芸
妓
三
吉
（
高
井
輝
彦
）
下
男
仙
次
、
吉
田
安
太
郎
（
佐
々
木
一
郎
）
坪
田
良
彦
、
風
呂
番
十
蔵
（
小
織
桂
一
郎
）
坪
田
忠
右
衛
門
、
角
田
勉
吉
（
小
松
三
郎
）
中
田
健
次
郎
、
鳥
指
種
蔵
（
倭
瀧
久
雄
）
番
頭
善
兵
衛
、
按
摩
源
市
（
小
西
福
一
郎
）
善
作
実
は
常
雄
、
粂
屋
清
一
（
秋
月
桂
太
郎
）
令
嬢
お
政
、
粂
屋
お
れ
ん
（
河
合
武
雄
）
下
女
お
梅
、
小
間
使
お
瀧
（
寺
西
秀
之
）
手
代
平
吉
、
幇
間
善
孝
（
尾
崎
喜
久
雄
）
番
頭
忠
七
、
後
家
お
市
（
小
喜
多
村
九
女
八
）
下
男
伊
助
、
唐
崎
三
明
（
木
村
周
平
）
下
女
お
松
、
芸
妓
栄
吉
（
松
山
操
）
番
頭
利
平
、
講
釈
師
六
太
郎
（
井
垣
増
太
郎
）
下
女
お
夏
、
女
房
三
津
浜
（
酒
井
政
俊
）
若
武
次
郎
、
巴
波
川
丸
（
高
田
実
）
 注
記

「
髯
題
目
」
の
発
表
は
明
治
三
十
年
十
二
月
（
「
文
芸
楽
部
」
三
巻
十
六
編
の
巻
頭
小
説
）。
発
表
か
ら
三
年
余
り
後
の
上
演
で
あ
り
、
喜
多
村
緑
郎
が
「
鏡
花
と
新
派
座
談
会
」
（
「
演
劇
新
派
」
八
巻
三
号
、
昭
和
十
五
年
三
月
五
日
）
で
、
そ
の
当
時
の
文
学
青
年
で
、
と
く
に
泉
さ
ん
の
も
の
を
愛
読
し
て
ゐ
た
わ
た
く
し
だ
つ
た
の
で
、
そ
れ
以
来
ち
よ
い

『
湯
女
の
魂
』
だ
の
『
七
本
桜
』
だ
の
『
髯
題
目
』
だ
の
を
や
り
ま
し
た
。
勿
論
そ
の
時
分
の
こ
と
で
す
、
泉
さ
ん
に
は
無
断
で
す
。
と
語
っ
て
い
る
の
を
裏
付
け
る
。
喜
多
村
が
三
十
九
年
に
東
上
し
、
鏡
花
と
面
識
を
得
る
前
の
大
阪
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
典
拠
3の
劇
評
に
「
三
幕
物
に
脚
色
て
多
少
の
色
を
添
へ
た
る
も
の
」
と
あ
る
よ
う
に
、
相
応
の
脚
色
が
施
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
く
、
ま
た
引
用
を
省
い
た
部
分
に
「
「
雪
中
竹
」
に
て
も
第
一
の
出
来
は
矢
張
り
河
合
武
雄
の
粂
屋
の
隠
居
を
推
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
」
云
々
と
あ
り
、
河
合
に
は
珍
し
い
老
役
の
評
価
が
高
い
。
河
合
は
鏡
花
歿
後
に
「
鏡
花
さ
ん
の
お
作
は
『
髯
題
目
』
を
最
初
に
手
が
け
ま
し
た
。
」
（
「
鏡
花
物
」
「
演
芸
画
報
」
三
十
四
年
三
号
、
昭
和
十
五
年
三
月
一
日
）
と
語
っ
て
お
り
、
ま
た
『
女
形
』
（
双
雅
房
、
昭
和
十
二
年
七
月
十
日
）
中
の
「
思
ひ
出
す
ま
ゝ
」
の
七
章
「
私
の
駈
落
ち
物
語
」
の
回
顧
に
も
、
女
と
「
逃
げ
の
び
た
大
阪
の
一
興
行
も
、
東
京
か
ら
恐
ろ
し
い
便
り
も
き
か
ず
に
済
ん
だ
。
た
し
か
鏡
花
氏
の
「
髭 （マ
マ
）題
目
」
の
狂
言
を
終
り
、
次
の
稽
古
の
夜
、
東
京
か
ら
、
母
危
篤
す
ぐ
帰
れ
の
電
報
が
来
た
。
」
と
記
し
て
い
る
（
こ
の
「
母
」
は
河
合
の
母
で
は
な
く
、
「
女
」
の
母
の
こ
と
で
あ
る
）。
し
か
し
河
合
の
回
想
に
は
思
い
違
い
も
あ
る
よ
う
で
、
同
書
に
、
三
十
三
年
六
月
に
常
盤
座
を
出
奔
、
上
州
に
逃
げ
た
も
の
の
連
れ
戻
さ
れ
て
か
ら
、
喜
多
村
を
頼
っ
て
大
阪
に
行
き
、
成
美
団
加
入
後
初
め
て
の
舞
台
が
九
月
の
「
新
比
翼
塚
」
、
翌
月
の
「
己
が
罪
」
の
環
で
大
い
に
当
て
て
、
「
三
十
四
年
一
月
興
行
の
「
紙
子
蒲
団
」
二
番
目
「
雪
中
竹
」
劇
を
お
名
残
り
に
私
は
又
東
京
へ
帰
り
、
常
盤
座
の
二
月
興
行
都
新
聞
連
載
「
あ
た
り
屋
お
き
ん
」
劇
か
ら
出
勤
し
て
お
き
ん
を
勤
め
た
。
」
と
い
う
、
七
か
月
の
大
阪
時
代
の
う
ち
、
先
の
電
報
の
件
を
大
阪
行
き
の
最
初
の
こ
ろ
と
し
て
い
る
が
、
「
髯
題
目
」
＝
「
雪
中
竹
」
上
演
は
こ
の
時
代
の
棹
尾
に
当
り
、
先
後
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。
右
文
中
に
「
雪
中
竹
」
を
「
髯
題
目
」
と
認
知
し
て
い
な
い
の
も
訝
し
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
河
合
の
鏡
花
物
初
演
が
彼
の
多
端
な
大
阪
時
代
、
「
泉
さ
ん
に
は
無
断
で
」
（
先
引
喜
多
村
の
言
葉
）
上
演
さ
れ
た
「
髯
題
目
（
雪
中
竹
）」
だ
っ
た
こ
と
は
、
記
録
す
る
に
足
る
事
実
で
あ
る
。
そ
の
後
「
雪
中
竹
」
は
、
三
十
八
年
六
月
十
七
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
大
阪
南
地
千
日
前
弥
生
座
で
成
綾
団
に
よ
り
（
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
明
治
三
十
八
年
六
月
十
九
日
付
五
面
、
同
三
十
日
付

七
面
）、
四
十
三
年
二
月
十
七
日
か
ら
京
都
末
広
座
で
静
間
派
支
部
に
よ
り
（「
日
出
新
聞
」
明
治
四
十
三
年
二
月
十
七
日
付
七
面
）、
そ
れ
ぞ
れ
上
演
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。「
静
間
派
支
部
」
は
京
都
を
本
拠
と
し
た
静
間
小
次
郎
の
一
派
で
あ
ろ
う
し
、
「
成
綾
団
」
は
名
前
か
ら
し
て
新
派
の
一
座
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
だ
が
、
そ
の
詳
細
は
判
ら
な
い
。
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ま
た
東
京
で
は
、
三
十
七
年
一
月
二
十
二
日
よ
り
四
谷
末
広
座
で
好
生
団
の
「
雪
中
竹
」
上
演
が
見
え
る
が
、
報
じ
ら
れ
た
役
割
か
ら
す
る
と
、
同
名
異
種
の
劇
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（「
楽
屋
す
ゞ
め
」「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
七
年
一
月
二
十
一
日
付
四
面
）。
な
お
、
本
上
演
に
関
し
て
は
梅
山
聡
氏
の
懇
切
な
御
教
示
を
得
た
。
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
壬
寅
三
十
歳
こ
の
年
片
岡
敏
郎
（
明
治
十
五
年
生
、
昭
和
二
十
年
一
月
三
十
一
日
歿
。
享
年
六
十
四
。
当
年
二
十
一
歳
）
が
焼
津
か
ら
上
京
、
泉
家
の
書
生
と
な
っ
た
が
、
翌
年
門
を
去
っ
た
。

典
拠

「
片
岡
敏
郎
関
係
年
譜
」
（
東
京
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
『
広
告
エ
ポ
ッ
ク
の
人
片
岡
敏
郎
』
誠
文
堂
新
光
社
、
昭
和
四
十
三
年
六
月
十
日
）
＊
原
文
は
横
組
み
。
西
暦
表
記
を
省
く
。
明
治
15
静
岡
県
志
田
郡
小
川
村
現
焼
津
市
に
お
い
て
、
父
片
岡
由
基
、
母
さ
く
の
長
男
と
し
て
出
生
。
（
…
）
明
治
35
泉
鏡
花
に
傾
倒
、
試
作
数
編
を
携
え
て
上
京
。
鏡
花
門
を
叩
き
、
そ
の
門
下
生
と
な
る
。
明
治
36
泉
家
の
書
生
、
玄
関
子
の
任
に
あ
る
か
た
わ
ら
、
小
説
修
業
に
勉
め
た
が
、
青
年
客
気
、
前
途
の
に
耐
え
ず
、
つ
い
に
筆
を
折
っ
て
鏡
花
門
を
去
る
。
（
…
）
昭
和
20
1月
31日
。
北
陸
金
沢
に
お
い
て
逝
去
。
（
マ
マ
）65歳
。
遺
骨
は
郷
里
静
岡
県
焼
津
市
小
川
永
豊
寺
片
岡
家
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。
 注
記

片
岡
の
入
門
に
つ
い
て
は
、
蒲
生
欣
一
郎
『
鏡
花
文
学
新
論
』
（
山
手
書
房
、
昭
和
五
十
一
年
九
月
七
日
）
の
第
四
章
「
鏡
花
論
の
休
日
」
中
「
金
沢
で
死
ん
だ
ひ
と
り
の
門
下
生
」
に
言
及
が
あ
る
が
、
右
年
譜
以
上
に
詳
し
い
記
述
は
な
い
。
日
本
の
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
草
分
け
と
し
て
知
ら
れ
る
片
岡
の
青
年
時
代
の
鏡
花
入
門
に
つ
い
て
、
年
譜
の
根
拠
と
な
る
彼
自
身
の
言
葉
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
い
ま
だ
そ
の
文
章
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
癸
卯
三
十
一
歳
八
月
一
日
発
行
「
新
小
説
」
（
第
八
年
第
九
巻
）
の
「
時
報
」
欄
で
、
花
房
柳
外
脚
色
、
藤
澤
浅
二
郎
一
座
に
よ
る
「
七
本
桜
」
の
上
場
が
予
告
さ
れ
た
。
 典
拠

「
時
報
」
（「
新
小
説
」
八
年
九
巻
、
明
治
三
十
六
年
八
月
一
日
）
泉
鏡
花
氏
の
旧
作
『
七
本
桜
』
は
花
房
柳
外
氏
の
手
を
経
て
藤
澤
一
座
の
舞
台
に
遠
か
ら
ず
上
る
べ
し
 注
記

「
新
小
説
」
の
予
報
は
、
同
日
発
行
の
「
歌
舞
伎
」
（
三
十
九
号
）
に
載
る
藤
澤
浅
次
（
マ
マ
）郎
の
談
話
に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
談
話
は
「
す
の
字
」
（
鈴
木
春
浦
）
筆
記
「
本
郷
座
楽
屋
訪
問
記
」
の
う
ち
の
一
で
、
本
郷
座
上
演
、
菊
池
幽
芳
原
作
「
己
が
罪
」
の
共
演
者
高
田
実
、
脚
色
者
花
房
柳
外
の
そ
れ
と
と
も
に
載
っ
た
。
「
己
が
罪
」
の
医
科
大
学
生
塚
口
虔
三
を
演
じ
た
藤
澤
は
、
不
本
意
な
が
ら
勤
め
た
本
演
目
の
あ
と
に
、
「
こ
の
次
は
紅
葉
先
生
の
短
慮
之
刃
か
、
鏡
花
さ
ん
の
七
本
桜
か
を
や
る
積
り
で
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
東
西
短
慮
之
刃
」
は
翌
八
月
七
日
か
ら
の
東
京
座
興
行
（
一
番
目
狂
言
、
六
場
）
で
実
現
し
た
が
、
「
七
本
桜
」
の
上
演
は
予
報
の
み
で
実
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
藤
澤
の
鏡
花
作
品
上
場
の
意
欲
は
持
続
し
て
お
り
、
こ
の
一
年
後
の
三
十
七
年
九
月
に
は
、
藤
澤
の
需
め
に
よ
っ
て
書
下
し
た
「
深
沙
大
王
」
と
差
替
え
に
本
郷
座
で
「
高
野
聖
」
が
初
演
を
み
た
。
「
高
野
聖
」
上
演
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
穴
倉
玉
日
「
本
郷
座
の
『
高
野
聖
』
に
就
い
て
	泉
鏡
花
『
深
沙
大
王
』
の
成
立
と
上
演
見
送
り
の
背
景
	」
（
福
井
大
学
国
語
学
会
「
国
語
国
文
学
」
三
十
七
号
、
平
成
十
年
三
月
二
十
日
）
に
詳
し
い
。
な
お
、
東
京
の
藤
澤
に
対
し
、
当
時
大
阪
に
在
っ
た
喜
多
村
緑
郎
は
、
後
年
「


鏡
花
と
新
派
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座
談
会
」
（
「
演
劇
新
派
」
八
巻
三
号
、
昭
和
十
五
年
三
月
五
日
）
で
、
大
阪
時
代
（
明
治
二
十
八
年
三
十
九
年
）
に
、
鏡
花
に
は
無
断
で
「
湯
女
の
魂
」
「
七
本
桜
」
「
髯
題
目
」
を
上
演
し
た
こ
と
が
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
湯
女
の
魂
」
は
「
新
比
翼
塚
」
と
の
綯
交
ぜ
で
「
吉
原
雀
」
と
、
「
髯
題
目
」
は
「
雪
中
竹
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
外
題
を
替
え
て
京
阪
で
上
演
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
が
、
「
七
本
桜
」
も
同
様
に
改
題
の
う
え
上
演
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
今
後
の
調
査
を
要
す
る
。
「
雪
中
竹
」
は
明
治
三
十
四
年
一
月
二
日
の
項
（
本
稿
前
出
）、
「
吉
原
雀
」
は
明
治
四
十
二
年
五
月
一
日
の
項
（「
補
訂
九
」
に
掲
載
予
定
）
を
参
照
。
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
乙
巳
三
十
三
歳
一
月
一
日
付
「
山
陰
新
聞
」
（
七
面
）
の
河
井
咀 そ
華 が
「
懸
賞
小
説
選
評
に
つ
き
て
」
で
、
鏡
花
に
同
紙
懸
賞
短
小
説
の
銓
衡
を
依
頼
す
べ
く
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
不
在
の
た
め
果
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
 典
拠
1
河
井
咀
華
「
懸
賞
小
説
選
評
に
つ
き
て
」
（「
山
陰
新
聞
」
明
治
三
十
八
年
一
月
一
日
付

七
面
）
山
陰
新
聞
て
［
で
］、
小
説
懸
賞
募
集
を
し
た
の
は
、
之
が
始
め
て
、
否
、
県
下
て
［
で
］
此
の
挙
を
や
つ
た
の
は
、
恐
ら
く
は
之
が
嚆
矢
は
じ
め
て
［
で
］
あ
ら
う
、
（
…
）
僕
は
締
切
ま
て
［
で
］
の
応
募
の
四
十
二
の
題
目
と
作
者
と
を
左
に
掲
げ
て
、
僕
が
予
選
の
責
任
を
明
か
に
し
や
（
マ
マ
）う
。
（
…
）
●
吁
此
銃
池
田
江
月
（
簸
川
）
（
…
）
●
凩
原
鉄
鼎
（
簸
川
）
（
…
）
●
年
忘
れ
周
藤
星
男
（
八
束
）
（
…
）
●
捨
小
舟
勝
部
花
妻
（
松
江
）
（
…
）
遺
形
見
芝
原
幽
溪
（
松
江
）
（
…
）
●
四
十
曲
峠
楓
蔭
（
東
京
）
（
…
）
右
の
中
な
［
よ
］
り
、
●
を
附
し
た
所
の
十
二
を
残
し
て
、
之
を
僕
は
、
伊
原
青
々
園
氏
に
お
く
つ
た
、
氏
は
別
項
の
如
く
（
一
）
年
忘
れ
（
星
男
）
、
（
二
）
四
十
曲
峠
（
楓
蔭
）
、
（
三
）
遺 お
き
形
見
か
た
み
（
幽
溪
）
を
と
ら
れ
た
。
そ
し
て
更
に
十
二
を
、
今
度
の
原
稿
は
中
村
春
雨
氏
に
お
く
つ
た
。
氏
は
（
一
）
四
十
曲
峠
、
（
二
）
年
忘
れ
、
（
三
）
捨
小
舟
（
花
妻
）
の
三
を
ば
れ
た
。
そ
れ
は
詳
し
く
は
別
項
に
つ
い
て
選
者
の
意
見
を
知
つ
て
貰
ひ
た
い
。
そ
れ
で
選
は
す
ん
だ
が
、
さ
て
等
級
を
定
め
る
に
つ
い
て
、
非
常
に
困
つ
た
。
今
一
人
選
者
が
あ
る
と
丁
度
決
定
す
る
だ
ら
う
と
い
ふ
の
で
、
泉
鏡
花
氏
に
頼
む
こ
と
に
し
て
、
訪
ね
て
行
つ
て
見
る
と
不
在
、
さ
う
す
る
［
と
］
社
の
方
か
ら
は
、
原
稿
を
送
ら
ね
ば
元
旦
の
間
に
合
は
ぬ
と
電
報
て
［
で
］
の
催
促
、
仕
方
な
し
に
伊
原
氏
に
図
る
と
、
「
一
そ
君
か
［
が
］
意
見
て
［
で
］
定
め
て
了
ひ
給
へ
、
」
と
の
事
、
時
間
の
余
裕
が
あ
れ
ば
、
又
鏡
花
さ
ん
に
て
［
で
］
も
頼
む
筈
で
あ
る
け
［
れ
］
ど
、
此
の
切
迫
し
た
際
そ
ん
な
悠
長
な
こ
と
も
出
来
ず
、
僕
は
と
考
へ
て
、
つ
ひ
に
四
十
曲
峠
が
、
年
忘
れ
に
一
籌
を
輸
せ
さ
［
ざ
］
る
べ
か
ら
ず
と
断
じ
て
、
茲
に
い
よ

当
選
を
此
の
通
り
定
め
た
の
だ
。
 典
拠
2
原
石
鼎
「
著
者
年
譜
」
（『
花
影
』
改
造
社
、
昭
和
十
二
年
六
月
二
十
日
）
明
治
三
十
七
年
（
十
九
歳
）
五
年
生
の
秋
な
り
け
む
。
余
が
俳
句
の
好
き
な
る
か
ど
を
も
つ
て
新
任
の
竹
村
秋
竹
先
生
の
も
と
め
に
よ
り
、
其
許
に
寄
宿
す
。
（
…
）
先
生
は
、
間
も
な
く
補
充
兵
の
召
集
せ
ら
る
ゝ
に
及
ん
で
丸
亀
師
団
よ
り
出
征
。
（
…
）
先
生
の
発
ち
ゆ
か
れ
し
後
、
中
村
教
頭
の
仮
寓
に
寄
宿
す
。
（
…
）
当
時
山
陰
新
聞
は
三
大
節
毎
に
、
同
郷
出
身
の
河
井
咀
華
、
及
び
泉
鏡
花
、
中
村
春
雨
氏
等
共
選
の
も
と
に
短
小
説
を
募
集
せ
る
が
、
之
に
応
募
し
て
一
、
二
評
に
あ
づ
か
る
。
 注
記

「
山
陰
新
聞
」
に
「
懸
賞
短
小
説
募
集
」
の
告
知
が
出
た
の
は
、
前
年
十
一
月
十
二
日
（
一
面
）、
締
切
を
十
一
月
末
日
と
し
、
「
選
評
は
、
之
を
東
都
に
送
り
て
、
文
壇
新
進
知
名
の
大
家
数
名
の
精
緻
な
る
互
選
を
経
、
最
優
等
者
三
名
に
薄
賞
を
呈
す
。
選
者
は
追
て
発
表
す
べ
し
。
」
と
あ
っ
て
、
十
二
月
十
九
日
（
四
面
）
に
予
選
を
「
在
京
社
友
河
井
咀
華
氏
」
、
最
終
銓
衡
を
「
伊
原
青
々
園
君
」
「
中
村
春
雨
君
」
の
互
選
に
よ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
「
選
者
は
悉
く
本
県
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出
身
」
と
あ
る
ご
と
く
、
咀
華
（
簸
川
ひ
か
わ）、
青
々
園
（
松
江
）、
春
雨
（
津
和
野
）
は
当
然
と
し
て
も
、
金
沢
出
身
の
鏡
花
を
臨
時
の
選
者
に
依
頼
せ
ん
と
し
た
理
由
は
分
明
で
な
い
。
同
じ
紙
面
の
咀
華
の
選
評
の
前
に
青
々
園
、
春
雨
の
選
評
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
文
中
に
鏡
花
へ
の
言
及
は
な
い
。
河
井
咀
華
は
、
本
名
英
三
、
明
治
十
四
年
十
一
月
二
十
日
、
島
根
県
簸
川
郡
園
村
生
れ
。
松
江
中
学
卒
業
後
、
三
十
四
年
に
上
京
し
、
哲
学
館
、
東
京
専
門
学
校
に
学
ん
で
、
三
十
五
年
か
ら
「
山
陰
新
聞
」
在
京
社
友
と
な
り
、
三
十
八
年
夏
以
降
は
「
新
聲
」
の
記
者
と
な
っ
た
が
、
四
十
年
四
月
二
十
五
日
、
療
養
先
の
鎌
倉
で
胸
部
疾
患
の
た
め
逝
去
し
た
。
享
年
二
十
七
。
単
行
本
『
教
師
の
妻
』
（
天
野
淡
翠
と
の
合
作
、
教
進
社
、
明
治
三
十
七
年
一
月
。
刊
行
日
未
確
認
）、
歿
後
に
『
綱
手
縄
』
（
春
陽
堂
、
明
治
四
十
一
年
二
月
十
八
日
）
等
が
あ
る
（
以
上
、
寺
本
喜
徳
編
「
河
井
咀
華
年
譜
」
『
山
陰
文
芸
資
料
河
井
咀
華
美
文
選
』
島
根
国
語
国
文
会
、
平
成
七
年
五
月
一
日
、
を
参
照
）。
こ
の
懸
賞
に
応
募
し
て
選
外
佳
作
と
な
っ
た
原
鉄
鼎
の
「
木
枯
」
は
、
同
紙
一
月
十
五
日
付
四
面
に
掲
載
さ
れ
た
。
鉄
鼎
は
明
治
四
十
一
年
に
号
を
石
鼎
と
改
め
る
が
、
応
募
当
時
は
島
根
県
立
第
三
中
学
校
の
五
年
生
、
後
年
そ
の
自
筆
年
譜
（
典
拠
2）
に
も
記
す
ほ
ど
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
記
載
と
は
異
な
り
、
鏡
花
は
選
に
加
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
鏡
花
の
「
山
陰
新
聞
」
掲
載
作
は
、
明
治
三
十
五
年
一
月
の
「
祝
盃
」
（
ノ
チ
「
祝
杯
」
）、
三
十
六
年
一
月
の
「
新
名
所
」
（
ノ
チ
「
千
鳥
川
」
）、
三
十
七
年
一
月
の
「
鶴
の
姿
」
（
モ
ト
「
千
歳
の
鉢
」
）
の
三
作
、
い
ず
れ
も
元
日
の
紙
面
を
飾
っ
て
お
り
（
こ
れ
ら
は
、
複
数
の
地
方
紙
に
同
時
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
地
方
新
聞
へ
の
取
次
所
を
介
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
）、
中
学
時
代
、
文
学
へ
の
志
望
を
募
ら
せ
て
い
た
自
分
の
作

し
か
も
俳
句
で
は
な
く
小
説
が
、
東
都
著
名
作
家
の
選
に
与
っ
た
、
と
の
石
鼎
の
記
憶
の
中
に
、
咀
華
の
選
評
中
に
あ
る
鏡
花
の
名
が
よ
ほ
ど
強
く
印
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
乙
巳
三
十
三
歳
四
月
こ
の
月
、
後
藤
宙
外
と
連
立
っ
て
登
張
竹
風
宅
を
訪
れ
、
飛
鳥
山
で
の
春
陽
堂
の
花
見
に
誘
っ
た
。
一
同
い
の
法
被
は
っ
ぴ
は
鏡
花
の
立
案
だ
っ
た
と
い
う
。

典
拠
1
登
張
竹
風
「
ド
イ
ツ
語
懺
悔
」
（
『
登
張
竹
風
遺
稿
追
想
集
』
郁
文
堂
出
版
有
限
会
社
、
昭
和
四
十
年
一
月
六
日
）
す
る
と
、
三
十
八
年
の
春
四
月
、
宙
外
と
鏡
花
と
が
珍
ら
し
く
連
立
つ
て
、
白
山
御
殿
町
の
拙
宅
を
尋
ね
て
く
れ
た
。
「
今
日
、
飛
鳥
山
で
、
春
陽
堂
同
人
が
う
ち
つ
て
花
見
を
す
る
。
一
同
ひ
の
法
被
（
は
つ
ぴ
）
を
着
て
、
草
つ
原
で
、
大
い
に
浮
か
れ
や
う
と
い
ふ
趣
向
、
君
も
是
非
共
一
緒
に
来
て
く
れ
」
と
い
ふ
誘
ひ
出
し
だ
。
花
見
は
至
極
結
構
、
た
だ
し
法
被
だ
け
は
、
高
師
の
先
生
と
し
て
は
、
い
か
が
な
も
の
か
、
と
思
つ
た
が
、
た
う
と
う
口
説
き
落
と
さ
れ
、
両
君
と
一
緒
に
浮
か
れ
出
し
、
飛
鳥
山
へ
着
く
と
直
ぐ
、

ひ
の
法
被
を
着
せ
ら
れ
、
一
日
大
陽
気
に
酔
ひ
狂
つ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
が
後
に
、
思
ひ
も
初
め
ぬ
因
縁
を
作
る
こ
と
に
な
ら
う
と
は
、
当
時
夢
に
も
思
ひ
及
ば
ぬ
こ
と
だ
つ
た
。
 典
拠
2
後
藤
宙
外
「
桜
の
頃
」
（「
新
小
説
」
十
五
年
五
巻
、
明
治
四
十
三
年
五
月
一
日
）
数
年
前
春
陽
堂
の
先
代
の
堂
主
が
在
世
中
飛
鳥
山
の
観
桜
会
に
行
つ
た
。
鏡
花
、
竹
風
、
春
葉
、
曙
山
そ
の
他
編
輯
局
同
人
、
店
員
総
出
と
い
ふ
大
連
だ
つ
た
。
そ
し
て
ひ
の
印
半
纏
と
い
ふ
鏡
花
君
立
案
の
意
気
な
趣
向
も
あ
つ
た
。
そ
の
時
の
熊
田
雪
葉
子
が
女
形
の
可
愛
ら
し
い
仮
装
に
一
行
の
喝
采
を
博
し
た
や
う
に
覚
え
て
ゐ
る
。
 注
記

花
見
の
こ
と
は
、
竹
風
の
『
人
間
修
行
』
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
九
年
七
月
二
十
三
日
）
に
収
め
る
「
明
治
時
代
の
思
ひ
出
」
中
「
泉
鏡
花
松
下
軍
治
」
の
章
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
或
年
の
春
四
月
」
と
な
っ
て
い
る
。
典
拠
1の
「
思
ひ
も
初
め
ぬ
因
縁
」
と
は
、
ニ
ー
チ
ェ
主
義
の
高
唱
に
よ
り
翌
明
治
三
十
九
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年
十
月
二
十
日
付
で
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
を
依
願
免
官
と
な
っ
た
竹
風
が
、
十
二
月
に
春
陽
堂
に
入
り
、
「
新
小
説
」
同
人
に
加
わ
っ
た
こ
と
を
さ
す
（
た
だ
し
、
免
官
の
こ
と
は
十
月
以
前
に
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
、
鏡
花
の
九
月
十
七
日
付
豊
春
〔
斜
汀
〕
宛
書
簡
に
「
白
山
の
豪
傑
、
学
校
を
や
め
さ
う
だ
ヨ
ニ
エ
チ
エ
主
議
（
マ
マ
）大
に
文
部
を
驚
か
し
た
わ
け
サ
」
と
あ
る
）。
竹
風
が
小
石
川
区
白
山
御
殿
町
百
十
番
地
に
転
居
し
た
の
は
、
明
治
三
十
六
年
九
月
中
（
「
帝
国
文
学
会
広
告
」
「
帝
国
文
学
」
九
巻
第
十
、
明
治
三
十
六
年
十
月
十
日
）、
免
官
の
前
後
に
大
森
の
八
景
園
裏
の
「
荏
原
郡
入
新
井
村
新
井
宿
二
一
六
四
」
（
「
現
代
文
学
者
小
伝
」
「
文
章
世
界
」
二
巻
四
号
、
明
治
四
十
年
四
月
一
日
）
へ
移
っ
た
。
こ
の
転
居
も
、
同
年
十
月
三
十
日
付
豊
春
宛
書
簡
に
「
今
度
は
大
森
の
新
宅
を
あ
て
や
う
と
思
ふ
竹
風
の
引
越
さ
き
な
り
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
る
。
宙
外
文
の
「
先
代
の
堂
主
」
は
和
田
梅
子
。
そ
の
逝
去
は
明
治
三
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日
で
あ
る
（
「
時
報
」
「
新
小
説
」
十
二
年
二
巻
、
明
治
四
十
年
二
月
一
日
）。
鏡
花
は
翌
四
十
年
四
月
十
五
日
、
木
挽
町
萬
安
楼
で
開
か
れ
た
追
悼
会
に
出
席
し
て
い
る
（
「
年
譜
」
参
照
）。
熊
田
雪
葉
は
本
名
茂
八
、
春
陽
堂
の
店
員
で
、
明
治
四
十
一
年
十
二
月
二
日
の
第
三
回
鏡
花
会
で
幹
事
を
務
め
て
い
る
（
「
年
譜
」
お
よ
び
寺
木
定
芳
『
人
、
泉
鏡
花
』
武
蔵
書
房
、
昭
和
十
八
年
九
月
五
日
、
を
参
照
）。
熊
田
と
鏡
花
と
の
関
係
は
、
「
熊
田
雪
葉
氏
わ
が
作
を

あ
つ
め
蔵
し
て
、
袂
か
ゞ
み
と
云
ふ
」
と
の
注
記
を
も
つ
題
辞
「
袂
か
ゞ
み
に
題
す
」
（
執
筆
は
明
治
四
十
三
年
三
月
。
春
陽
堂
版
全
集
巻
十
五
、
岩
波
書
店
版
全
集
巻
二
十
八
）
の
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
窺
い
知
ら
れ
る
。
こ
の
花
見
は
、
梅
子
存
命
中
で
あ
れ
ば
、
三
十
九
年
四
月
の
可
能
性
も
あ
り
、
げ
ん
に
「
新
小
説
」
三
十
九
年
四
月
号
の
「
時
報
」
欄
に
は
、
「
春
陽
堂
観
桜
会
」
と
し
て
「
四
月
八
日
を
卜
し
本
堂
観
桜
会
は
例
に
依
つ
て
飛
鳥
山
に
開
催
せ
り
」
云
々
と
あ
る
が
、
鏡
花
発
案
法
被
の
こ
と
に
は
触
れ
ず
、
ま
た
「
例
に
依
つ
て
」
と
あ
る
の
で
、
前
年
と
し
て
も
差
支
え
な
く
、
三
十
八
年
四
月
に
竹
風
と
の
「
沈
鐘
」
の
共
訳
従
事
が
報
じ
ら
れ
、
交
友
の
緊
密
に
な
っ
た
の
が
本
年
で
あ
る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
竹
風
の
言
葉
に
従
っ
て
お
き
た
い
。
春
陽
堂
恒
例
の
花
見
に
つ
い
て
は
、
同
店
の
番
頭
木
呂
子
斗
鬼
次
か
ら
の
聞
書
と
し
て
、
宙
外
文
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
が
山
崎
安
雄
『
春
陽
堂
物
語
』
（
春
陽
堂
書
店
、
昭
和
四
十
四
年
五
月
三
十
日
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
乙
巳
三
十
三
歳
十
二
月
二
十
三
日
、
文
芸
協
会
は
会
頭
大
隈
重
信
邸
で
初
の
発
起
人
会
を
開
い
た
が
、
当
日
ま
で
に
承
諾
を
得
た
「
賛
助
員
」
（
三
十
一
名
）
の
報
告
の
中
に
、
泉
鏡
花
の
名
が
あ
っ
た
。
他
に
文
壇
関
係
で
は
、
饗
庭
篁
村
、
小
栗
風
葉
、
角
田
浩
々
歌
客
、
菊
池
幽
芳
、
黒
岩
涙
香
、
幸
田
露
伴
、
小
杉
天
外
、
後
藤
宙
外
、
佐
佐
木
信
綱
、
塚
原
渋
柿
園
、
徳
富
蘇
峰
、
長
谷
川
天
渓
、
広
津
柳
浪
、
森
篤
次
郎
ら
も
名
を
列
ね
て
い
た
。
 典
拠

松
山
薫
「
資
料
翻
刻
前
期
文
芸
協
会
記
録
」
（
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
紀
要
「
演
劇
研
究
」
十
三
号
、
平
成
元
年
十
二
月
二
十
日
）
＊〔
〕
内
は
引
用
者
。
〔
明
治
三
十
八
年
〕
十
二
月
廿
三
日
発
起
人
会
予
定
ノ
如
ク
午
後
四
時
ヨ
リ
会
頭
大
隈
伯
爵
邸
ニ
テ
開
会
、
（
…
）
晩
会
食
后
東
儀
幹
事
ヨ
リ
是
マ
デ
ノ
経
過
ニ
付
キ
テ
ノ
報
告
、
挨
拶
ア
リ
、
幹
事
会
及
主
任
会
ノ
発
会
式
案
ヲ
提
出
シ
テ
協
議
ヲ
遂
ゲ
タ
リ
議
決
事
項
発
会
式
ヲ
来
三
十
九
年
二
月
紅
葉
館
ニ
於
テ
挙
行
ス
ル
コ
ト
（
但
シ
雅
劇
内
見
ト
シ
テ
） （
…
）
発
起
人
、
賛
助
員
、
会
員
並
ソ
ノ
家
族
、
会
員
紹
介
者
ノ
外
ハ
臨
席
ヲ
得
ザ
ル
コ
ト
『
早
稲
田
文
学
』
誌
上
に （マ
マ
）会
計
決
算
ヲ
報
告
ス
ル
コ
ト
一
本
日
マ
デ
ニ
賛
助
員
ヲ
承
諾
セ
シ
人
名
ヲ
報
告
ス
市
島
謙
吉
泉
鏡
花
芳
賀
矢
一
長
谷
川
天
渓
徳
富
猪
一
郎
大
村
仁
太
郎
小
栗
風
葉
和
田
担
［
垣
］
謙
三
加
藤
高
明
角
田
浩
々
横
井
時
雄
田
中
正
平
田
川
大
吉
郎
上
田
万
年
黒
岩
涙
香
久
保
田
米
斎
柳
原
義
光
幸
田
露
伴
後
―31―
藤
宙
外
小
杉
天
外
饗
庭
篁
村
足
立
北

佐
々
木
信
綱
菊
池
幽
芳
箕
浦
勝
人
島
田
三
郎
島
文
次
郎
広
津
柳
浪
森
篤
二
［
次
］
郎
谷
口
秀
太
郎
塚
原
渋
柿
園
等
ノ
諸
氏
会
議
後
坪
内
氏
新
作
『
常
闇
』
ヲ
披
露
セ
ラ
レ
タ
リ
 注
記

「
文
芸
協
会
記
録
」
（
三
冊
）
は
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
蔵
。
明
治
三
十
八
年
十
二
月
十
日
よ
り
大
正
二
年
六
月
六
日
に
い
た
る
文
芸
協
会
の
幹
事
会
協
議
委
員
会
の
議
事
録
で
、
協
会
の
専
任
幹
事
だ
っ
た
東
儀
季
治
（
鉄
笛
）
の
筆
記
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
河
竹
繁
俊

柳
田
泉
『
坪
内
逍
遙
』
（
冨
山
房
、
昭
和
十
四
年
五
月
二
十
八
日
）
の
記
述
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
右
の
翻
刻
は
、
明
治
四
十
一
年
ま
で
の
も
の
で
、
四
十
二
年
以
降
の
分
は
『
演
劇
博
物
館
資
料
も
の
が
た
り
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
六
十
三
年
十
月
二
十
七
日
）
に
「
未
刊
記
録
後
期
文
芸
協
会
の
日
誌
」
と
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
「
賛
助
員
」
の
名
は
、
翌
三
十
九
年
一
月
に
復
刊
成
っ
た
「
早
稲
田
文
学
」
に
も
掲
げ
ら
れ
た
。
三
十
九
年
二
月
十
七
日
に
開
か
れ
た
文
芸
協
会
発
会
式
（
於
紅
葉
館
、
午
後
二
時
よ
り
）
の
模
様
は
、
翌
月
の
「
早
稲
田
文
学
」
（
復
刊
三
号
、
明
治
三
十
九
年
三
月
一
日
）
に
報
じ
ら
れ
た
が
、
「
出
席
人
名
」
三
百
十
一
人
の
う
ち
に
鏡
花
の
名
前
は
見
出
せ
な
い
。
鏡
花
と
文
芸
協
会
と
の
関
係
は
、
従
来
の
鏡
花
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
を
み
な
い
。
鏡
花
と
新
劇
に
つ
い
て
は
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
こ
れ
に
委
ね
た
い
が
、
登
張
竹
風
と
の
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
原
作
「
沈
鐘
」
の
共
訳
が
初
め
て
報
じ
ら
れ
た
の
は
明
治
三
十
八
年
五
月
、
本
項
文
芸
協
会
「
賛
助
員
」
の
承
諾
と
そ
の
後
の
協
会
の
活
動
は
、
三
十
九
年
十
二
月
十
日
刊
行
の
初
の
書
下
し
戯
曲
『
愛
火
』
の
自
筆
広
告
文
に
「
是
生
粋
の
国
詩
純
正
な
る
日
本
劇
、
謹
で
問
ふ
、
今
の
劇
壇
に
演
じ
得
べ
き
や
否
や
を
知
ら
ず
、
彼
の
劇
曲
と
い
ふ
は
、
そ
れ
恁
の
如
き
も
の
な
ら
ず
や
。
」
と
記
さ
れ
た
、
劇
作
に
対
す
る
作
者
の
宣
揚
の
モ
メ
ン
ト
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
大
正
二
年
十
一
月
本
邦
初
演
の
野
外
劇
の
演
目
に
、
翻
訳
劇
で
は
な
く
鏡
花
の
創
作
戯
曲
「
紅
玉
」
が
択
ば
れ
た
こ
と
の
意
義
と
も
併
せ
、
大
正
に
入
っ
て
本
格
化
す
る
戯
曲
創
作
の
基
盤
が
明
治
三
十
八
年
以
降
し
だ
い
に
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
経
緯
の
確
認
は
、
改
め
て
問
い
直
す
に
足
る
課
題
と
思
う
。
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
丙
午
三
十
四
歳
六
月
十
五
日
発
行
の
「
文
章
世
界
」
（
第
一
巻
第
四
号
）
巻
頭
「
現
代
諸
名
家
筆
蹟
（
其
一
）」
に
署
名
の
写
真
版
が
掲
げ
ら
れ
た
。

典
拠

「
現
代
諸
名
家
筆
蹟
（
其
一
）
」
（
「
文
章
世
界
」
一
巻
四
号
、
明
治
三
十
九
年
六
月
十
五
日
）
＊
写
真
版
の
引
用
を
省
略
。
 注
記

折
込
の
写
真
版
は
、
上
段
に
森
外
以
下
二
十
七
氏
、
中
段
に
萩
野
由
之
以
下
二
十
五
氏
、
下
段
幸
田
露
伴
以
下
三
十
一
氏
、
計
八
十
三
氏
の
署
名
を
並
べ
て
い
る
が
、
鏡
花
の
も
の
は
上
段
の
中
ご
ろ
、
塚
越
停
春
と
小
金
井
喜
美
子
の
間
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
丙
午
三
十
四
歳
十
二
月
十
六
日
、
第
四
回
紅
葉
祭
（
於
紅
葉
館
、
午
後
二
時
よ
り
、
午
後
八
時
散
会
）
に
出
席
し
、
記
念
絵
葉
書
の
寄
書
に
署
名
を
し
た
。
当
日
は
謡
曲
、
落
語
、
演
劇
、
福
引
等
の
余
興
が
あ
り
、
二
百
名
を
越
え
る
出
席
者
が
あ
っ
た
。

典
拠
1
田
中
励
儀
「
資
料
紹
介
寄
せ
書
き
葉
書
一
通
」
（
「
泉
鏡
花
研
究
会
会
報
」
二
十
四
号
、
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
日
）
第
四
回
紅
葉
祭
の
折
に
記
さ
れ
た
、
寄
せ
書
き
署
名
葉
書
を
次
に
紹
介
す
る
。
（
＊
写
真
版
の
引
用
を
省
略
）
求
光
閣
発
行
の
私
製
葉
書
を
用
い
る
が
、
表
面
に
宛
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「
第
四
回
紅
葉
祭
記
念
★
十
二
月
十
六
日
★
」
「
第
四
回
紅
葉
祭
記
念
書
肆
橋
南
堂
日
本
橋
呉
服
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町
電
本
六
六
一
」
の
ふ
た
つ
の
ス
タ
ン
プ
が
捺
さ
れ
、
羊
と
、
馬
ら
し
き
画
（
あ
る
い
は
署
名
カ
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
泉
鏡
花
石
橋
思
案
伊
原
青
々
園
巌
谷
小
波
前
田
曙
山
水
谷
不
倒
星
野
麦
人
久
保
田
金
僊
ら
、
二
十
名
ば
か
り
の
名
前
が
見
え
る
。
 典
拠
2
「
紅
葉
祭
」
（「
電
報
新
聞
」
明
治
三
十
九
年
十
二
月
十
七
日
付
三
面
）
紅
葉
祭
は
慣
例
の
如
く
十
六
日
午
後
二
時
よ
り
芝
紅
葉
館
に
於
て
開
か
れ
た
り
先
づ
巌
谷
小
波
氏
の
開
会
の
辞
を
劈
頭
と
し
て
観
世
清
廉
の
謡
曲
『
鐘
の
殿
』
橘
家
円
喬
の
落
語
『
関
東
五
郎
』
常
磐
津
文
中
、
松
尾
太
夫
、
吾
妻
太
夫
、
式
佐
、
仲
助
一
座
の
常
磐
津
『
三
保
松
』
等
あ
り
て
中
野
信
近
一
座
の
演
劇
『
金
色
夜
叉
』
熱
海
海
岸
の
場
、
芝
山
内
の
場
の
二
幕
を
演
じ
夫
よ
り
大
福
引
の
余
興
あ
り
て
午
後
五
時
立
食
に
移
り
六
時
よ
り
『
京
通
大
原
女
』
て
ふ
外
題
に
て
館
婢
つ
な
子
や
す
子
等
数
名
の
歌
舞
あ
り
終
り
て
解 （マ
マ
）題
『
色
懺
悔
の
上
場
に
就
い
て
』
て
ふ
江
見
水
蔭
氏
の
演
説
の
後
山
岸
荷
葉
氏
脚
色
『
色
懺
悔
』
戦
場
の
巻
の
一
幕
は
明
き
た
り
登
場
の
演
者
は
岡
村
柿
紅
氏
の
松
浦
小
四
郎
、
栗
島
狭
衣
氏
の
遠
山
左
近
之
助
、
岡
鬼
太
郎
氏
の
大
館
軍
藤
次
田
村
西
男
氏
の
五
姓
田
新
六
郎
等
に
て
何
れ
も
喝
采
を
博
し
た
る
が
例
の
文
禄
堂
主
人
堀
野
氏
の
大
摩
も
流
石
に
自
慢
の
価
は
あ
り
た
り
此
日
の
来
会
者
は
故
山
人
に
由
縁
あ
る
人
々
凡
三
百
五
十
余
名
に
し
て
独
逸
公
使
館
員
ブ
ツ
ト
マ
ン
氏
は
殊
に
稠
座
の
中
に
異
彩
を
放
ち
居
た
り
又
中
野
は
当
日
其
亡
父
の
忌
中
な
る
に
も
拘
は
ら
ず
恒
例
に
反 そ
むく
は
心
外
な
り
と
て
強
て
出
勤
し
た
り
と
云
ふ
 典
拠
3
石
橋
思
案
「
本
町
誌
6」
（「
文
芸
楽
部
」
十
三
巻
一
号
、
明
治
四
十
年
一
月
一
日
）
▲
十
七
日

昨
日
の
紅
葉
祭
は
近
頃
に
な
い
快
晴
な
上
に
、
小
春
日
和
と
も
謂
つ
べ
き
程
の
温
か
さ
で
、
第
三
回
よ
り
は
来
会
者
も
五
十
余
名
を
増
し
、
総
計
三
百
名
に
近
い
盛
況
を
呈
し
た
の
は
、
幹
事
等
の
甚
し
く
満
足
す
る
所
、
（
…
）
余
興
の
如
き
も
予
定
の
如
く
着
々
進
行
し
得
て
、
午
後
八
時
に
は
散
会
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。
 注
記

典
拠
1は
、
田
中
励
儀
氏
所
蔵
の
葉
書
。
署
名
の
人
物
は
、
こ
の
他
に
、
歌
川
国
峰
、
大
島
寶
水
、
小
峰
大
羽
、
寺
崎
廣
業
ら
の
名
が
確
認
で
き
る
。
第
四
回
紅
葉
祭
に
つ
い
て
は
、
諸
紙
に
報
道
が
あ
る
が
、
最
も
詳
し
い
「
電
報
新
聞
」
の
記
事
を
引
用
し
た
。
他
に
「
読
売
新
聞
」
（
「
第
四
回
紅
葉
祭
」
明
治
三
十
九
年
十
二
月
十
七
日
付
三
面
）、
「
萬
朝
報
」
（
「
第
四
回
紅
葉
祭
の
盛
況
」
同
日
付
三
面
）、
「
国
民
新
聞
」
（
「
第
四
回
紅
葉
祭
の
記
」
同
十
八
日
付
四
面
）、
「
や
ま
と
新
聞
」
（
「
紅
葉
祭
」
同
日
付
三
面
）
が
管
見
に
入
っ
た
。
「
読
売
新
聞
」
に
は
、
硯
友
社
同
人
の
ほ
か
に
、
柳
原
義
光
伯
、
増
田
義
一
、
大
橋
新
太
郎
、
寺
崎
廣
業
、
内
田
魯
庵
、
岡
野
知
十
、
登
張
竹
風
、
堀
紫
山
、
田
口
掬
汀
ら
の
名
が
挙
っ
て
い
る
が
、
列
席
門
下
生
の
名
を
記
し
た
報
道
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
開
会
時
刻
を
「
読
売
新
聞
」
は
「
午
後
一
時
」
と
す
る
が
、
「
電
報
新
聞
」
「
萬
朝
報
」
に
「
午
後
二
時
」
と
あ
る
の
に
従
っ
た
。
散
会
時
刻
は
「
本
町
誌
」
が
記
す
の
み
で
あ
る
。
出
席
者
の
数
は
、
「
二
百
余
名
」
（
「
萬
朝
報
」
「
や
ま
と
新
聞
」
）、
「
二
百
四
十
名
」
（
「
国
民
新
聞
」
）、
「
三
百
名
に
近
い
盛
況
」
（
「
本
町
誌
」
）、
「
凡
三
百
五
十
余
名
」
（
「
電
報
新
聞
」
）、
「
四
百
余
名
」
（
「
読
売
新
聞
」）
と
区
々
で
一
定
し
な
い
。
「
金
色
夜
叉
」
劇
を
演
じ
た
中
野
信
近
は
亡
父
忌
中
を
お
し
て
の
出
勤
だ
っ
た
が
、
出
来
は
芳
し
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
「
国
民
新
聞
」
に
は
、
「
「
彼
の
役
者
は
誰
で
あ
ら
う
」
と
居
合
し
た
喜
多
村
緑
郎
氏
で
も
知
ら
ぬ
中
野
信
近
一
座
の
貫
一
と
お
宮
チ
ツ
ト
も
動
か
ず
に
変
な
調
子
の
台
詞
で
（
…
）
「
あ
れ
で
も
役
者
か
い
」
と
問
ふ
た
人
あ
り
」
と
出
て
お
り
、
当
日
の
喜
多
村
緑
郎
の
出
席
も
確
め
ら
れ
る
。
記
事
に
従
え
ば
、
当
時
喜
多
村
は
中
野
と
は
面
識
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
喜
多
村
が
の
ち
に
「
新
派
今
昔
譚
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
十
一
巻
八
号
、
昭
和
九
年
八
月
一
日
）
で
語
る
通
り
、
中
野
と
は
大
阪
時
代
（
明
治
二
十
九
年
三
十
九
年
）
か
ら
の
旧
知
で
あ
り
、
同
地
角
劇
場
（
角
座
）
に
お
け
る
明
治
三
十
一
年
八
月
（
「
是
又
意
外
」
「
曾
我
対
面
」
）、
三
十
二
年
一
月
（
「
義
犯
罪
」
「
男
一
匹
」
）
の
興
行
で
の
共
演
が
確
認
で
き
る
（
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
大
阪
	』
第
三
巻
、
八
木
書
店
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
三
十
一
日
）。
ま
た
、
翌
四
十
年
七
月
の
「
風
流
線
」
（
本
郷
座
）
で
も
両
人
は
共
演
し
て
い
る
。
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典
拠
3「
本
町
誌
6」
の
「
文
芸
楽
部
」
は
、
鏡
花
作
「
霊
象
」
掲
載
号
で
あ
る
が
、
同
誌
に
は
余
興
の
文
士
劇
「
悲劇
色
懺
悔
戦
場
之
巻
」
の
脚
本
が
収
載
さ
れ
た
ほ
か
、
「
時
報
」
欄
に
劇
の
舞
台
面
の
写
真
（
紅
葉
祭
席
上
試
演
）
も
掲
げ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
編
輯
石
橋
思
案
の
企
図
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
絵
葉
書
に
つ
い
て
は
、
「
国
民
新
聞
」
に
「
幕
が
閉
る
と
紀
念
は
が
き
二
枚
を
五
十
銭
で
買
は
さ
れ
た
人
々
へ
福
引
を
さ
せ
る
小
波
、
眉
山
氏
等
が
何
番
と
読
み
上
げ
る
と
一
々
出
て
行
て
品
物
を
受
取
る
、
当
日
第
一
の
上
等
品
紅
葉
全
集
が
当
つ
て
ホ
ク

し
て
居
た
の
は
柳
原
伯
爵
で
あ
つ
た
」
と
あ
り
、
二
枚
を
五
十
銭
で
販
売
し
、
購
入
者
に
福
引
が
当
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
紅
葉
祭
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
「
紅
葉
「
以
後
」
覚
書
」
（
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編
月
報
」
十
七
号
、
平
成
十
七
年
一
月
。
刊
行
日
記
載
な
し
）
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
丁
未
三
十
五
歳
八
月
一
日
発
行
「
中
央
公
論
」（
第
二
十
二
年
第
八
号
）
の
「
明
治
故
人
評
論
（
四
）
紅
葉
山
人
論
」
の
う
ち
樗
陰
生
「
諸
大
家
の
見
た
る
紅
葉
山
人
の
傑
作
」
に
、
「
多
情
多
恨
」
に
「
最
も
感
服
す
る
」
と
い
う
鏡
花
の
言
葉
が
載
せ
ら
れ
た
。

典
拠

樗
陰
生
「
諸
大
家
の
見
た
る
紅
葉
山
人
の
傑
作
」
（
「
中
央
公
論
」
二
十
二
年
八
号
、
明
治
四
十
年
八
月
一
日
）
＊
圏
点
、
傍
点
は
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
。
僕
が
文
●
壇
●
の
●
諸
●
大
●
家
●
を
訪
問
す
る
毎
に
紅
●
葉
●
山
●
人
●
の
●
傑
●
作
●
は
何
●
で
●
せ
●
う
●
と
い
ふ
こ
と
を
尋
ね
て
見
た
。
以
下
に
載
す
る
処
は
即
ち
僕
の
問
に
対
す
る
諸
大
家
の
答
で
あ
る
。
（
…
）
最
初
に
僕
の
尋
ね
た
の
は
小
●
栗
●
風
●
葉
●
氏
●
で
あ
つ
た
。
氏
は
「
心
●
の
●
闇
●
」
を
以
て
山
人
最
大
の
傑
作
と
し
、
「
多
●
情
●
多
●
恨
●
」
の
如
き
は
よ
い
事
は
よ
い
が
、
お
、種
、と
柳
、之
、助
、と
く
、つ
、つ
、
か
、な
、い
、の
は
う
、そ
、だ
。
あ
れ
が
く
、つ
、つ
、く
、と
面
白
い
と
思
ふ
が
、
く
、つ
、つ
、か
、な
い
の
で
嫌
ひ
だ
と
い
ふ
話
で
あ
つ
た
。
そ
れ
か
ら
徳
●
田
●
秋
●
聲
●
氏
に
尋
ね
た
ら
、
僕
は
余
り
先
生
の
も
の
を
読
ん
で
居
ら
ん
。
師
弟
と
い
つ
て
も
僕
の
紅
葉
先
生
に
対
す
る
関
係
は
泉
、
小
栗
、
柳
川
君
な
ど
ゝ
は
少
し
違
ふ
の
で
、
僕
は
余
り
先
生
の
作
物
を
読
ま
な
か
つ
た
。
然
し
読
ん
だ
中
で
は
「
お
●
ぼ
●
ろ
●
舟
●
」
な
ど
が
一
番
よ
い
や
う
で
す
と
の
話
で
あ
つ
た
。
次
に
泉
●
鏡
●
花
●
氏
●
を
訪
ふ
た
時
に
、
氏
は
私
は
一
番
「
多
●
情
●
多
●
恨
●
」
を
傑
作
と
信
ず
る
。
一
体
私
は
非
常
な
先
生
の
崇
拝
家
で
、
弟
子
の
中
で
も
私
が
一
番
先
生
に
敬
服
し
て
居
た
や
う
な
訳
で
、
先
生
の
作
物
は
大
抵
は
感
服
し
て
居
ま
す
が
、
中
に
も
「
多
情
多
恨
」
は
最
も
感
服
す
る
者
で
、
あ
の
本
を
読
む
と
文
章
の
力
と
い
ふ
こ
と
が
深
く
胸
に
浮
ん
で
、
文
章
を
書
く
時
に
一
種
の
勇
気
を
吹
き
込
ま
る
ゝ
や
う
に
感
ず
る
の
で
す
。
だ
か
ら
私
は
文
章
の
思
ふ
や
う
に
書
け
な
い
時
は
あ
の
本
を
出
し
て
読
ん
で
見
る
位
に
し
て
居
る
の
で
す
と
話
さ
れ
た
。
で
僕
は
風
葉
先
生
の
お
話
で
は
あ
の
お
、種
、と
柳
、之
、助
、と
く
、つ
、つ
、く
、と
よ
い
と
思
ふ
が
、
く
、つ
、つ
、か
、な
、い
、か
ら
面
白
く
な
い
と
い
ふ
事
で
し
た
と
い
ふ
と
、
或
は
さ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
、
く
、つ
、つ
、く
、と
或
は
一
段
エ
、ラ
、イ
、者
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
、
然
し
私
は
く
、つ
、つ
、い
、て
、も
あ
の
位
に
書
け
て
居
な
い
の
と
、
く
、つ
、つ
、か
、な
、く
、と
、も
、あ
の
位
に
書
け
て
居
る
の
と
を
比
べ
る
と
、
私
は
く
、つ
、つ
、か
、な
く
と
も
あ
の
位
書
け
て
居
る
の
を
取
り
ま
す
と
い
ふ
事
で
あ
つ
た
。
 注
記

こ
の
記
事
で
は
、
風
葉
、
秋
聲
、
鏡
花
に
続
き
、
徳
冨
蘆
花
は
「
心
の
闇
」
、
二
葉
亭
四
迷
は
「
二
人
女
房
」
、
小
杉
天
外
は
「
七
十
二
文
命
の
安
売
」
、
国
木
田
独
歩
は
「
多
情
多
恨
」
と
「
お
ぼ
ろ
舟
」
、
上
田
敏
は
「
二
人
女
房
」
と
「
お
ぼ
ろ
舟
」
、
柳
川
春
葉
は
「
多
情
多
恨
」
と
「
心
の
闇
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
ん
に
ち
紅
葉
の
代
表
作
に
数
え
ら
れ
る
「
三
人
妻
」
「
不
言
不
語
」
「
金
色
夜
叉
」
等
を
「
傑
作
」
に
挙
げ
た
者
の
全
く
い
な
い
の
が
、
当
時
の
評
価
を
物
語
っ
て
興
味
深
い
。
記
者
の
「
樗
陰
生
」
は
瀧
田
哲
太
郎
（
明
治
十
五
年
六
月
二
十
八
日
生
、
大
正
十
四
年
十
月
二
十
七
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日
歿
。
享
年
四
十
四
）。
『
中
央
公
論
社
七
十
年
史
』
（
昭
和
三
十
年
十
一
月
一
日
）
に
よ
れ
ば
、
瀧
田
樗
陰
は
帝
大
文
科
在
学
中
の
明
治
三
十
六
年
十
月
か
ら
「
中
央
公
論
」
の
「
海
外
新
潮
」
欄
の
切
抜
翻
訳
を
担
当
、
法
科
に
転
じ
た
三
十
七
年
の
十
月
よ
り
正
式
の
記
者
に
な
っ
た
と
い
う
。
「
瀧
田
哲
太
郎
年
譜
」
（
「
中
央
公
論
」
四
十
年
十
三
号
、
大
正
十
四
年
十
二
月
一
日
）
は
、
「
明
治
四
十
二
年
（
二
十
八
歳
）
十
月
「
国
民
新
聞
」
記
者
を
兼
ね
し
も
数
週
間
に
し
て
罷
む
。
廃
学
せ
し
も
此
頃
な
ら
む
。
」
、
「
大
正
元
年
（
三
十
一
歳
）
秋
「
中
央
公
論
」
主
幹
と
な
る
。
」
と
記
す
。
主
幹
と
な
っ
て
以
後
の
彼
の
才
腕
に
よ
る
同
誌
の
大
発
展
は
人
も
知
る
通
り
で
あ
る
。
［
付
記
］
資
料
の
調
査
に
関
し
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
日
本
近
代
文
学
館
、
本
学
図
書
館
近
代
文
庫
の
ほ
か
、
梅
山
聡
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
（
よ
し
だ
ま
さ
し
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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